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間取りプランナー1級・2 級資格 

間取りプランナーになる特典 

間取りプランナーとは、「間取り学を勉強した者」という意味ですので、「間取りの専門家・

プロ」として、生徒や施主から信頼を得られます。 

これまで間取り学という学問自体が、特に存在しませんでした。そんな中、間取り学を勉強

すれば、建築業界で一気に優位に立つことができると思います。 

実際、当協会理事長である上田が、ハウスメーカーと工務店退職後、間取りの本を出版する

と、年収は一気に３倍になりました。「間取り」という分野は、そのくらい大きなマーケッ

トがあります。 

「８６％の施主が後悔している」という今、これを補うことになる間取りプランナーこそが

「繁栄を得る」といっても過言ではないと思います。 

業務で、間取りをつくっている営業マンや建築士の方でしたら、間取り学を勉強することで、

使いやすい間取りを施主さまに提案でき、結果、施主さまの信頼を勝ち取ることができるた

め、本業の繁栄につながりやすいです。 

施主さまとの対面時に、当協会が発行する間取りプランナー証明書を提示し、「私は間取り

プランナー１級（2級）を持っています」とか「間取り学を勉強しました」、と伝えること

で、施主さまの皆さまを見る目が変わるはずです。 

今はまだ、間取りプランナーの数が少ないため、資格の取得が早ければ早いほど、他社との

競合で大きな力を発揮するはずですし、逆に言えば、資格を持たないことで、他社との競合

に負ける、という可能性もあります。 

是非、皆様自身のブランディングのため、間取りプランナー資格を取得してご活躍ください。 
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他方、個人の方でしたら、ご自分の家づくりのため、その能力を発揮できますし、建築業界

に就職希望の方なら、間取りプランナー証明書を提示し、面接時にアピールできます。 

講座では、間取り本において、２つのベストセラーを出している当協会理事長・上田が講師

を勤めますので、ご安心いただけると思います。＊「安らぐ家は間取りで決まる」成美堂出

版、１３年間で１２万部ロングセラー。「間取りにこだわればいい家になる」ナツメ出版、

３年間で２万部ベストセラー。 

ちなみに、英検という民間資格は１９６３年から始まり、漢検という民間資格は１９７５年

から始まり、どちらも今では大規模な市場が形成されています。ファイナンシャルプランナ

ー資格は、１９８６年に民間資格から始まり１６年後の２００２年に国家資格に格上げされ

ました。１９５２年に始まった宅建は、最初は無試験でしたが、６年後の１９５８年に試験

が導入され、今では合格率１５％という難関になりました。間取りプランナー資格に関して

も、いずれこのような大きな市場になると考えており、比較的簡単に資格が得られる今こそ、

そして業界が混雑していない今こそ、ご活躍ください。 

講座と証明書について 

１、協会ＨＰから、申込用紙をダウンロードし、参加したい講座にお申し込みください。 

２、2級も 1級も、受講料は３万円＋税です。2級・1級同時申込の場合は５０００円が割

引になり、５５０００円＋税になります。＊ただし、一括払いでのみ、割引が適用され

ます。 

３、2級も 1級も、受講後は、簡単な試験があり、2級は教本を見ながら受験できます。1

級は教本なしになりますが、しっかりと授業を聞いてくだされば、合格となるような試

験内容にしておりますので、安心してお申込みください。 

４、受講後半月～1ヵ月以内に、間取りプランナー証明書（カードタイプ）を、ご自宅に郵

送いたします。 
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会員制度 

１、間取りプランナーは、日本間取り協会の会員になっていただく必要があり、年会費は１

万円＋税です。年会費を払うことで証明書を交付します。脱会は自由ですが、資格の更

新は不可となります。更新料自体は無料です。 

２、会員としての特典は以下となります。 

◎ 当協会が発行する「間取りプランナー1級」、または「間取りプランナー2級」の

資格証明書（カードタイプ）を保有できます。施主にその証明書を提示し、「間取りの

専門家」「間取りのプロ」であることをアピールできます。 

◎ 本部講師が、間取りの相談に乗ります。通常 1時間 15000円+税のところ、３割引

（10500円+税）になります。 

◎ 1級以上は、本部が開催する「上級講座」に、２割引きでご参加いただけます。 

◎ 会員同士の交流のため、年に数回、交流会を開催します。気の合う仲間をつくり、

情報を共有したり、悩みを語りあうことで、喜びにあふれた豊かな人生にしてください。 

最後になりましたが、皆様の繁栄と幸せを、心よりお祈り申し上げます。 

 


